社会福祉法人京都ライトハウス

2012年度事業報告
Ⅰ．概況
1． はじめに
　　創立50周年で華やいだ2011年度から、理念や中長期計画に基づく地に足の付いた活動の年に移った2012年度でした。
　　特に、50周年記念事業の大きな柱であったものの、積み残しの課題になった船岡寮の改築については、視覚障害高齢者に優しい特別養護老人ホームなどを併設する複合施設として整備を目指すこととし、その基本構想の策定に着手したことは大きな前進です。
　　盲養護老人ホーム船岡寮の老朽化に伴う改築問題は、差し迫った問題であり、一日も早い改築を望まれていましたし、早急に解決したい課題でありました。そして、視覚障害を苦にせずに安心して入所できる特別養護老人ホームは、事業の大きさと多額の資金を必要とするため、京都ライトハウスにとっての高い目標、視覚障害当事者にとっての永年の夢となっていました。2012年度は、船岡寮の改築と同時に特養事業に挑戦することとして、この夢を叶えるための具体的な第1歩を踏み出しました。
　　建設や事業の規模が大きくなることで、乗り越えなければならない課題も大きくなりますが、何とかこの永年の夢が実現できるよう、今後、各方面のご理解とご協力をいただきながら今後更に頑張って行く必要があります。
　　また、南部サテライト試行事業は、地元自治体、地域の京視協会員の皆さん、もちろん、京視協や洛西寮等のご協力により、想定していた以上の反響、ご参加を得ました。身近な所で集えた、相談もでき情報も得られた、生きていく力を得られたなどの声をいただき、やりがいのある事業であることを実感でき、喜んでいます。
　　社会福祉事業の収支は、各事業において収入の確保に努め、概ね前年並みの収入を確保するとともに、事務経費等の節減に努めた結果、安定した収支状況となりました。経営状況の厳しい鳥居寮、FSトモニーについても、前年度に引き続き、利用者の確保及び経費の節減に取り組んだことから、何とか収支均衡の状況となりました。寄付金については、船岡寮の改築に向けて、京都ライトハウス後援会や京都府視覚障害者協会をはじめとする多くの方のご厚意により、例年を上回る寄付金をいただきありがとうございました。

２．重点目標の取組結果
（1） 新船岡寮（仮称）建設の具体化
建設用地は確定していませんが、盲養護老人ホーム船岡寮の改築と同時に、視覚障害高齢者に優しい特別養護老人ホームなどを併設する複合施設の建設を目指すことを決定し、どのような建物・設備において、どのようなサービスを提供するのかを明らかにする基本構想の策定、その施設設計などを行うこととしました。
厳正な職務執行を確保するとともに、具体的な検討をスピーディーに行うための実行組織である建設委員会を立ち上げ、業者選定に当たっては、公平・公正及び競争性を確保する公募型プロポーザル方式により業者選定を行うこととしました。厳正な審査の結果、2013年3月に内藤建築事務所と委託契約を結びました。
現在、2013年6月を目途に、建設委員会、理事会において、基本構想の策定作業を行っています。
（2） 理念の浸透と中長期計画の着実な推進
理念の浸透については、本館入り口を初め各職場に理念を掲示するほか、各職員の日々の仕事が理念と結びついていることを感じながら仕事ができるよう、各部署の年度スローガンを掲げることにしました。
中長期計画推進の手法として取り入れたPDCAについては、戸惑いながらの取組ですが、少しずつ手法として使えるようになってきました。今後とも使っていく中で、使いこなせるよう習熟していきたいと考えています。
（3） サテライト機能を持つ拠点作りの推進
京都府北部相談事業は、福知山市民病院の企画で年間2回の相談会が　実施され、延べ71名が参加されました。この事業は、医療と福祉の連携に意義有る取組と受け止めています。
京都府南部地域での訓練サテライト試行事業は、「はじめに」に記載のように関係各位の協力も得て、宇治市、京田辺市に続き、長岡京市で定期的に開催をしました。八幡市、精華町でも各1回実施しました。延べ32日開催し、平均で約８名の参加を得ました。鳥居寮への通所につながる他、訓練修了生の積極的な活動にもつながり、手応えの有る事業となりました。
（4） 利用者サービスの向上
2012年11月に利用者満足度調査を行いました。
　　全般的に、高い満足度という調査結果でしたが、自由記載も合わせると、利用者は、一定満足しつつ、現状以上のサービスの充実を求められていると受け止めています。
　　　また、特徴的なのは、名前を添えることも含めて、声かけ、あいさつをしてくれるという点に評価が高い一方、名前を覚えて声かけをして欲しいという要望や声かけが無かったという指摘も少ないながら有り、視覚障害者の方が多く訪れる施設として、声かけの重要性を改めて痛感しました。
今後、この調査結果をより良いサービスの提供に役立てていきます。
（5） 市民啓発の推進と地域に開かれた交流事業の実施
「あい・らぶ・ふぇあ」は、見えない・見えにくいことを体験していただくことをテーマに据え、家の中の台所・リビング・仕事部屋での生活の工夫や機器を紹介するほか、ブラインド喫茶や手引き体験なども行い、ゆっくりと体験する中で、視覚障害福祉に対する理解を深めていただきました。
「白杖安全デー」は、『白杖見たら声かけて「何かお手伝いしましょうか」』をテーマに、人通りの多い京都市役所前広場での集会と四条烏丸までのパレードを企画し、多くのご来賓の列席の下で開催しました。今回の取組では、公共交通機関でのポスター掲示が実現でき、広く視覚障害理解、声かけのお願いを周知できました。パレードは、あいにくの雨で中止となりました。
「京都ライトハウスまつり」は、利用者とその家族、ボランティアとして日頃お世話になっている皆さん、地域の方々など約1,100人もの来場をいただき、多くの催しや模擬店を楽しみながら、交流と視覚障害に対する理解を深めていただきました。
３．各事業部門の取組結果
＜１＞　情報ステーション（点字図書館）
府内の視覚障害者サービスをより充実するため、デイジー化の推進と新規利用者の受入に積極的に取り組む一方、事業の整理を行ってきました。その結果、自館製作数を全ての媒体で増やすとともに、京都府内を中心に利用者を９０名も増やすことができました。
１　サービスの質と量の向上
（１）よりよいサービスの提供
1 積年の課題であった点字図書目録を11月に発行することができました。
2 全視情協の「島根あさひ事業所」にテープのデジタル化を依頼し、352タイトルのデジタル化を進めました。
3 清水基金様からご助成いただき、立体コピー機の整備が図れることになりました。
4 点字利用者を増やすための点字サポーター養成研修会を10月に行いました。
5 懸案のスタジオ防音工事を９月に行いました。また、利用のルールを周知する「利用のしおり」を作成しました。
（２）利用者サービスの向上
　　　 ① ボランティアの養成講習(130回)と活動のレベルアップの研修等(84回)に取り組みました。
　　　 ② 秋のほっこり散策では、落語と昼食を堪能していただきました（65名参加）
　　　 ③ 3月にボランティア・利用者のつどいを開催し、ボランティアの方々に感謝状を贈呈しました。(70名余り参加)
２　ニーズに応じたサービスの提供
　（１）ゆりかごから老後まで
① 情報障害で困られている方を一人でも減らすため、府内利用者2,000人を目指しましたが、1,982人と目標には届きませんでした。（2011年度1,905人）
② 耳で聞く読書会は実施できませんでしたが、実施に向けた協議の中で、盲学校の児童・生徒さんに施設を利用してもらうよう学校に働きかけ、生徒さんの見学に繫がったほか、盲学校からは教科書の音訳依頼を受けました。
（２）技術の進歩への対応事業
　　　  ① デイジーへの移行を促進するため、貸出用デイジー機もフルに活用し、個別支援や訪問支援に取り組みました。その結果、普及率は、85％程度になったと見ています。テープ図書・雑誌の製作は、3月末で基本的に終了しました。
　　　  ② ニューメディア部門の活動として、デイジーの普及、ＳＤカード等による図書の貸出し、サピエの普及に取り組みました。
（３）広域ニーズへの対応
① アウトリーチ機能や利用者の拡大を図る課題については、不十分な取組となりました。 
＜２＞  情報製作センター（点字出版事業）
「確かな情報をより多くの人へ」を2012年度スローガンに掲げて、活発な事業展開に取り組みました。
図書の販売は、2009年度の極端な落ち込みから徐々に盛り返し、3年ぶりに件数・冊数ともに前年実績を上回りました。
　  売れ行き好調の点字システム手帳・はんぶんこシリーズに加えて、介護保険や歴史関係の図書も販売が伸びたのをはじめ、医学関係・旅行関係の図書がベスト10にランキングしました。登録利用者向けに出版図書ニュースを年間4回発行したこと及び『点字毎日』誌上に新刊情報が4回紹介されたことなども効果的でした。全体的に販売部数が増加の傾向を見せていますが、今後とも魅力ある図書の製作を心がけていく必要があります。
　  各定期刊行物の製作では、部数の減少（年間940部）が顕著に表れ、年間製版枚数もわずかに減少したため、印刷枚数が46,900枚減少となりました。
　  受託点訳は、冊数(40)・製版枚数(2,885)・部数(48,766)・印刷数(76,262)ともに増加しました。基本的には多種類・小部数化の傾向にありますが、今年度は、情報ステーションの点字図書目録・選挙関係などがあり、全体として増加しました。新たな発注先の開拓が課題です。
　 教科書等の製作では、ページ数で比較すると昨年度の半分程度になりました。高校生が卒業したために、大幅な減少となりました。他方で、大学生の語学教科書や試験などの依頼が入ってきています。
　 その他の受託製作では、点字案内板等の監修が前年度188枚であったのが今年度807枚まで増加しました。今後とも増加が予想されます。
　  音訳製作の受託では、京都府民だよりの製作が当センターの担当となったことを受けて、巻数（テープは本数・デイジーは枚数）は前年度と同数でしたが、件数・部数では大きく上回りました。特に、部数は30％以上の増加となっています。今後とも増加が予想されるので、担当職員を配置して、製作体制を強化しました。また、点字と録音物の同時製作を呼び掛けた結果、21種類のもので実現しました。
１　サービスの質と量の向上
（１）より良いサービスの提供
1 京都市内及び府内利用者の利用は、57件142冊(前年度28件101冊) と増加しました。
2 点字図書給付事業について、102件149タイトル(前年度77件125タイトル)と利用促進が図れました。
3 新刊図書を中心に手軽に読んでもらえるスペースとしてライトハウス３階に「新刊書立ち読みコーナー」を新設ました。今後の周知が課題です。
4 点字出版図書点数は、19タイトル47巻(前年度17タイトル38巻)と増加しました。
5 専門性を生かした各種点字案内板等の監修は、807枚(前年度188枚)と大幅に増加しました。
6 ドット・テイラー等、オリジナル製品の製作・販売は、Ｔシャツ54、ハンカチ134、エコバッグ18、地図25を販売し、加工依頼30件に対応しました。
7 視覚障害者選挙情報支援プロジェクト関係では、12月16日に行われた総選挙に際し、最高裁国民審査・衆院比例近畿・中国ブロックをはじめ、小選挙区では京都府の他に広島県・香川県の公報を製作したほか、東京・大阪で開催された関係職員研修会へ講師を派遣しました。
8 点字触読者を増やすための普及・啓発の取り組みでは、点字触読サポーター養成研修会を開催しました。　(10/5、23名参加)
２　ニーズに応じたサービスの提供
（１）ライフサイクルに応じた事業
1 地域の小・中・高等学校教科書等の点訳については、小学校5人21種類、中学校1人4種類、高等学校0人という結果でした。
2 大学関係およびその他の各種試験問題の点訳については、大学1人47種類、自治体3種類でした。
（２）技術の進歩への対応
①各種ソフトウェアや製品開発などへの協力については、スマートフォンのバイブレーション技術を用いた意志伝達、ロービジョン者にとって見やすい照明装置の開発等に協力しました。
　　　＜３＞　鳥居寮
今年度の相談・面接者数は102人、昨年に続き訓練・相談・オリエンテーションなどに多くの方から依頼をいただきました。自立支援給付の事業では、各月それぞれ40人から50人の登録があり、昨年とほぼ同じように施設入所支援が平均6.7人、機能訓練が平均22.7人の利用となりました。また、訪問訓練事業では、京都府26人、京都市28人の方に訓練やオリエンテーションを実施しました。
自立支援給付の事業では、1日あたり27人～28人の訓練の時間割を作成し、新規訓練生の受け入れを積極的に行うことに努めたことで、昨年並みの実績となったことと特別対策費事業（激変緩和加算）があったことで収支においても昨年並みとなりました。
また、事業的には、ｉＰａｄ、さき織り機の導入による訓練内容の変化や京都府南部サテライト事業の本格化などの地域特性に合わせた対応を進めた年度となりました。
１　サービスの質と量の向上
（1） より良いサービスの提供
1 訓練進行状況を把握するための進行表は、項目表案の作成まで進んだものの、使い方まで整理ができませんでした。
2 「創作などの内容を増やし、エンパワーメントに活用できる科目を充実」では、10月からさき織りを導入し、自宅で作品づくりに取り組む方もありました。
3 フェニックス交流会への授業としての参加、ピアカウンセラーの講演を実施し、話合えるサロンに取り組みました。
（2） 高い専門性に基づく良質のサービス提供
1 6月開催の視覚リハ大会に１名、12月開催の視覚リハ地域別研修会に１名の職員が参加しました。終了後、部署内で報告し、情報を共有しました。
2 盲ろう者支援に向けての研修会を行いました。盲ろう利用者への対応方法等について学びました。
２　ニーズに応じたサービスの提供
（１）ＩＴなど技術の進歩への対応
① 訓練内容の細目を伝える文書の作成は、項目表の作業の遅れにより、作成できませんでした。2013年度に配布できるように取り組みます。
② パソコン操作授業に関する部署間調整は、時間が持てませんでした。
（２）広域ニーズへの対応
1  京都府北部相談事業の充実に向けた取組では、福知山市民病院の視覚相談会が２回開催され、訓練の紹介をしました。
② 京都府南部地域での訓練サテライト試行事業は、5月から開始し、宇治市12回（延べ午前84人、午後94人）、京田辺市11回（延べ午前80人、午後92人）、長岡京市7回（延べ午前46人、午後55人）、また、八幡市1回（5人）、精華町1回（7人）という状況でした。
継続的な事業実施に向け、各行政機関、支援センターなどに引き続き協力をいただくよう依頼しました。
３　福祉の谷間や狭間を埋める取組
1 医療・福祉関係者向け研修会は、9月13日(木)に福祉関係者向け研修会を開催し、14名の参加でした。また、2月17日（日）に医療関係者向け研修会を開催し、40名を超える参加者がありました。
2 京都府視覚相談会（6回）に職員を派遣しました。また、市町村障害福祉現任職員研修に職員を派遣して視覚リハへの理解を広げました。
3  障害受容のサポートができる当事者の人材育成については、ピアカウンセラー講演会や話し合いサロンを各1回開催しました。
４  社会や地域に開かれた施設を目指す
　　      ① 京都府南部で定期に訓練情報等が発信できるよう、年間の計画案を作成し、行政機関等に事前に周知しました。この広報により参加の申込があったり、一定数の参加者確保に繫がったり、ボランティアなどの地域での支援の輪の広がりや、眼科医からの紹介に繫がりました。
＜４＞　あいあい教室
児童の支援は、本年度４月から障害者自立支援法から児童福祉法に戻り本教室は児童発達支援事業として新たなスタートを切りました。また小学生については、放課後等デイサービスとして新体系となりました。年度当初は、制度変更のため契約書や報酬単価変更等の事務が煩雑となり、その仕事に追われました。
児童発達支援事業は、京都市33人、他県2人でした。放課後等デイサービス事業は、1年生のみの受け入れとし9人でした。京都府の視力障害児療育訓練事業としての児童数は22人でした。合計65人に対し療育と保護者支援を行いました。
１　サービスの質と量の向上
（１）より良いサービスの提供
　     ① 笑顔であたたかく利用者に接する
　　　　  「あたたかい笑顔と元気を届けよう！　ゆっくり一緒に一歩ずつ！」というスローガンを定期的に確認し、笑顔と元気で子どもたちや保護者に対応することに努めました。
（２）高い専門性に基づく良質のサービスの提供
　　      ①『子育てパンフ』作成の取り組み
　　　　    通園児保護者56人とＯＢ8人に子育てアンケートを実施（11月）し、その内48人から回答を得ました。集計と分析作業を継続中ですが、充分な作業時間が取れずパンフレットの実質作業は、次年度の継続課題となりました。
２　ニーズに応じたサービスの提供
（１）「ゆりかごから老後まで」の対応
1 土曜日の療育の充実
主に就労している母親などの支援として実施していますが、希望者が多く調整が必要でした。放課後等デイサービス事業が始まり、1年生9人については、金曜日に加え月1回土曜日にも実施しました。日常生活や余暇活動の充実に向けて、山登り、クッキング、フラワーアレンジメントなど毎月様々な体験を行いました。
（２）広域ニーズへの対応
① 保健師等を対象とした保健・福祉関係者向け研修会とアンケートの実施
研修会に先立って、10月に京都府内、市内の保健所、児童相談所等153ヵ所に視覚障害児の実態調査のためのアンケートを送付しました。結果54ヵ所から回答があり、地域によっては視覚障害児の把握につながり、保健師との連携につながりました。
視覚障害児に関わる保健師・福祉関係者を対象に、11月に研修会を実施。視覚障害擬似体験や乳幼児からの保護者支援や療育の重要性について研修を行いました。参加者は6人と少なかったのですが、細やかな情報交換が出来ました。　　　　
３　福祉の谷間や狭間を埋める取組
1 家族支援の取り組み
小学生のきょうだい児を対象とし、視覚障害についての学習会や交流会を8月（第2回）に実施しました。この日はきょうだい児が主役となり、子ども同士の交流が活発に行われました。視覚障害のみならず、様々な人に対し思いやりを持つきっかけとなりました。
2 父親の子育て参加
土曜日の療育に父親の送迎や参加が増えています。またお父さん懇談会やバーベキュー大会など、父親が活躍しています。普段教室に顔を出す機会の少ない父親も来られるように、11月の日曜日に「お父さんと遊ぼう会」を実施しました。11人の父親の参加があり、子どもと楽しく遊び、また父親同士の交流を行いました。　　　　
４  社会や地域に開かれた施設を目指す　
1 全国通園事業連絡協議会　京都大会（2012年10月6日～7日）開催
　          京都市内の8事業所が集まり、毎月実行委員会を開催し準備を進めました。本教室の所長が実行委員長となり、また会場となるホテルは保護者OBの協力が得られ、大勢の人が参加できる場所で盛大に行うことができました。全国から350人の参加があり、各地域の情報交換や交流が活発に行われました。
実行委員として他事業所との会議の中で、制度変更についての学習や、他事業所の運営、療育の内容等多くの情報が得られ、また今後の連携に向けての組織作りができました。
＜５＞　船岡寮・ヘルパーステーション「ふなおか」
　　船岡寮の入退所者は、例年よりも多かった昨年度と比べて、さらに2名多い7名ありましたが、入院は、延べ件数、実人数共に昨年の2/3に減少しました。平均年齢は0.1歳増え82.4歳、平均在療年数は0.2年減り8.0年、特定施設契約者の平均介護度は0.2減り2.97となりました。これは長年居られた入所者の退所が多かったためです。
7～9月には、熱中症予防対策（水分補給）として19回のティータイムを施しました。12月には、肺炎球菌ワクチン接種の一部公費負担が始まったことを受け、希望者45名に実施しました。
　　ヘルパーステーションでは、新規依頼が4件、終了が3件でした。新規依頼は4件とも視覚障害者でした。
　　改築については、職員を管理・養護・特養・デイサービスの4グループに分けて、検討していくプロジェクトチームを組織し、より具体的に改築推進室とともに進めてきました。
1　サービスの質と量の向上
　　（1）より良いサービスの提供
　　　　① 介護予防については、口腔ケア体操のバリエーションを増やすことができ、定着してきました。また、レクリエーションについては、風船バレーなど3回のみの実施でしたが参加人数は10名以上と好評でした。
　　　  ② 行事見直しについては、送り火の鑑賞、ケーキ作りの2件を増やすことができ、楽しんでいただきました。また、入浴時間と重なる行事の時間を見直すことで中途参加者も増えました。外出行事については、食事会を増やすことで参加者が10名以上増えました。
　　　  ③ 食事形態検討については、その人の状況に応じた形態で食事を楽しめるように、きめ細かく見直すよう心掛けました。
　　　  ④ 延命治療や病名告知については、5名の入所者やご家族への聞き取りを行いました。
　　　  ⑤ 利用者アンケートについては、法人実施の利用者満足度調査を活用しました。37名の入所者から返答いただきました。老朽化による風呂やトイレ設備の不満や趣味や外出ができていないなどの回答をいただきました。今後の運営に活かしていきます。
　　　  ⑥ 未入浴者の施設内放送については、プライバシー遵守のため放送をやめ、情報が個々人に伝わるようにしました。
　  （2）専門性に基づくサービス提供
　　　  ① 会議の見直しについて、ヘルパー会議をケア会議と改め、支援員も出席出来る体制にしたことで、早い意思決定に繫がりました。しかし、シフト制のため出席率に問題が残りました。
　　　　   職員会議の時間内に研修報告会を設定して情報共有ができるように努めました。
　　　  ② 職員の腰痛予防体操は、資料集めにとどまり、実施には至りませんでした。
2  ニーズに応じたサービスの提供
　  （1）「ゆりかごから老後まで」の対応
　　　  ① 建替えについては、職員を「管理」「養護」「特養」「デイサービス」の4グループに分担し、リーダー・サブリーダーを決めて、視覚障害者に優しい施設作りを検討してきました。そのためにも、市内10施設の見学やデイサービス実習を行うほか、他府県の視覚障害者施設2施設も見学しました。改築推進室と連携しながら進めました。
　　　  ② ヘルパーステーションでは、介護保険外サービスの支援が出来るように規程変更や内規を整備しましたが、利用には至りませんでした。
　　　  ③ 在宅へのヘルパー派遣について、視覚障害者の方からの新規の利用依頼が4件ありました。
＜６＞　らくらく
2012年度は3名の入退所があり、登録者数は前年度と同じ36名でした。1日の平均実利用者数は15.3人、利用率77 ％（前年度16.4人、82%）で前年度に比べ平均実利用者数が減となりました。この原因は入所希望者の待機がなく、退所後スムーズに入所に至らなかったことです。
１　サービスの質と量の向上
(1) より良いサービスの提供
① 個別支援計画の充実
　      モニタリングで上がった利用者やご家族からの要望を受け、送迎・入浴・食事などの各介護サービスや午後からのレクリエーション等を、利用者個々の障害に合わせたものとなるよう工夫を重ねましたが、自立支援への取組に課題が残りました。
② 入浴サービスの拡充
　      昨年度から実施してきた欠席者が出た場合や連休前後の追加入浴に取り組みましたが、利用者の入浴回数増の希望の全てには応えられませんでした。
今年度は1月4日を臨時開業し、かつ、午後からも入浴サービスを行い入浴の機会を増やしました。
③ レクリエーションの充実
　      外出では目的地を2カ所設定した小旅行（1日外出）を企画し、7回のグループに分け、計35名の利用者に楽しんでいただきました。また、多彩なプログラムの考案や、製品の企画・製造などの生産的な活動の検討も始めました。
（２）高い専門性に基づく良質のサービスの提供
① 介護の質の向上
　      今年度は他の生活介護の事業所4カ所で職員各1名の1日研修を実施することができました。その学びと共に施設内研修会も開催し介護サービスの向上に努めました。介護技術の中でも「抱え上げ介護」等の検討が今後の課題です。
２　社会や地域に開かれた施設を目指す
① 関係機関との連携の強化
　     在宅生活のための相談や調整を行い、医療機関や居宅介護事業所、地域生活支援センター等との支援者会議に積極的に出席しました。
＜７＞　ＦＳトモニー
　  利用者ニーズや地域の要望に応え、京都ライトハウス外の事業所で行う作業開拓に取り組み、2月から老健施設「がくさい」において「なごみの庭」喫茶を、3月から「訪問マッサージ」を開始しました。
　  年度末時点での利用者数は昨年比2名増となったものの、通年での利用延べ日数は昨年比微増にとどまりました。
１　サービスの質と量の向上
（１）より良いサービスの提供
① 就労継続支援：年間総売上は歴代トップに近い2,200万円強であったものの、収益ではオフセット印刷の前年比38％減に引っ張られる格好で総収益は前年比９％減となり、大きな工賃アップはできませんでした。
古布と紙鉢は京都市の「はあと・フレンズ・ストア」での委託販売を開始しました。また通販会社と連携することで生まれたブックカバーの縫製も始まりました。
テープ起こしでは、世界人権問題研究センター様の「人権大学講座」という新規の大型契約の受注を開始しました。
喫茶部門の「なごみの庭」は飲み物だけでスタートし、新年度からは、「がくさい」様の要望にお応えしランチも始めます。
3月から始めた「訪問マッサージ」は数件の老人デイサービス様へお試しをお願いし、新年度から本格的に営業の契約を交わします。
② 就労移行支援：利用者の希望に沿った複数の実習先を提供できました。また、2名の利用者が一般就労され、目標が達成できました。
③ 利用者数は、実人数が通年平均で31．9人と昨年並み、延べ日数は6,203日と微増となりました。喫茶と訪問マッサージの開始に伴い年度末には昨年より2名多い35名の在籍となりました。
（２）専門性に基づくサービス提供
① 第１号職場適応援助者助成金事業を４月から開始し、延べ14名の支援をしました。
② 京都市就労移行支援事業等ネットワーク形成促進事業の統括事業所として、10の受託事業所を束ね、定着支援に必要な施策等についての学習を深める役を担いました。
２　ニーズに応じたサービスの提供
① ＦＳトモニーでは初企画の「運動会」の実施は、個別支援計画を設計するのに必要なご家族との信頼関係の構築のためにも意義深いものでありました。
② 高次脳機能障害の利用者さんが一般就労しました。オフセットの作業を通じての就職準備性の獲得と、見合った実習・就労先のマッチングが成功した就労でした。
３　福祉の谷間や狭間を埋める取組
① 京都市障害者雇用促進アドバイザー派遣等支援事業を受託し、これまで障害者雇用がなかったＳ社を支援し、1名の障害者雇用に結びつけられました。
② 視覚障害者の就労サポートに向けたワークアシスト事業検討プロジェクト会議（ＷＡＰＴ）では、視覚障害者の一般就労の定着支援のための制度設計づくりに参画しました。
＜8＞　相談支援室・ほくほく
　  今年度は、下記の相談概要となりました。
　相談支援室は、利用人員は延べ利用で139人、相談件数は累計で278件でした。主な相談としては、福祉用具に関わる相談が90件、居宅生活に関わる相談が46件でした。
　　ほくほくは、利用人員は延べ利用で814人、相談件数は累計で4,469件と増えています。また，主な相談としては、居宅生活2,784件、福祉用具208件でした。
　　眼科相談は、利用人員は35人、手帳診断・年金の相談が多く45.8％でした。
　　ロービジョン相談は、利用人員は176人と前年比108％と増えて、遮光眼鏡・拡大鏡の相談が多くを占めています。
　　主な点について以下の通り報告いたします。
１　サービスの質と量の向上
（１）高い専門性に基づく良質のサービスの提供
① 相談員資質向上のため、研修内容を改善しました。北部3支援センターでの勉強会を土曜日の休日に開催し、ピアカウンセラーも出席して平成25年4月からの各支援センターの3障害対応や新たな特定疾患に対する障害の知識を得るように努めました。また、７月に障害者虐待について地域懇談会を開催して、120名の参加を得ました。また、有料の研修会にも積極的に参加し、4名の職員間で伝達研修を行い知識の向上に努めてまいりました。
２　ニーズに応じたサービスの提供
（１）技術の進歩への対応技術
　　   ① 月4回のロービジョン相談は、多くの希望者があり予約制で1か月待ちの状態であり、1人に負担がかからないよう内部研修を実施しています。
　　   ② ｉＰａｄなど最新機器については、企業から携帯用ＣＣＴＶを借用してロービジョン相談で紹介しています。
（２）広域ニーズへの対応
　　   ① 府内にサテライト機能を持つ拠点づくりに努めました。
　　　   福知山市民病院の視能訓練士や病院の協力のもと、4月（33人参加）と10月（38人参加）に福知山市民病院にて、視覚相談会が行われ、京都視覚障害者支援センターと連携のもとで、イベントを通じて拠点づくりに努めました。
　　　　   また、長岡京市、京田辺市、宇治市における鳥居寮の南部サテライト事業にも積極的に協力しました。
３　福祉の谷間や狭間を埋める取組み
① 9月13日(木)に福祉関係者向け研修会を開催しましたが、14名の参加でありました。また、２月17日（日）に医療関係者向け研修会を開催し、40名を超える参加者がありました。
② 障害者施設や病院からの退院支援については、2012年度の見なし認可から新たに申請を行い指定一般相談支援事業の認可を受けました。また、障害程度区分認定調査においては、鳥居寮、らくらく、京視協と連携し約140件を調査しました。
③ 社会福祉士の実習希望があった視覚障害者学生１名を受入れ、各施設の協力のもと40日の実習を終了しました。
４　社会や地域に開かれた施設を目指す
1 京都市北部障害者自立支援協議会においては、会計、議事録作成を担当して2名で参加しています。各センター間やサービス提供事業所などと情報の共有を図りました。地域懇談会2回（６月・11月）と全体会議１回開催しました。
2 3か月ごとに、京視協と京都視覚障害者支援センターと勉強会を開催しました。それぞれの活動状況の確認と府下の相談事業について情報交換を行いました。
3 地域福祉推進委員会や推進プロジェクト会議、北区こころのキャンパスネットなど、各種会議に出席して北区管内の事業所や役員さんに障害者に対する的確な理解のお願いと各種イベントに取り組みました。
　　　　＜９＞　事務所
１　サービスの質と量の向上
(１） より良いサービスの提供
① 用具事業では、今年度も用具目録を3回更新し、最新の情報を提供しました。
２　ニーズに応じたサービスの提供
（１） 技術の進歩への対応事業
① ミニ機器展として好評を得ている「ちょっと来てミー」を2回開催しました。
9/6   しゃべる録画機　　          20名参加
9/20  テレビ音声が聞けるラジオ　  60名参加
② 総合機器展については、準備会を行い、関係業者を含めた実行委員体制を整えました。デジタル最新機器、日常生活用具などニーズの高い分野を中心に、内容の整備作業をさらに進めていきます。
３　社会や地域に開かれた施設としての取組　
① 見学は130件、2,126名の方を受け付け昨年より518名増となりました。小中学生の見学者が家庭に帰って福祉への関心が続くよう、親しみの持てる「点字一覧表」改定版を作成し見学内容改善を行いました。
② 京都市福祉事務所現任者研修の受入など、福祉関係者の研修受入を積極的に行いました。
③ ライトハウス通信は130号～133号を発行しました。昨年度に引き続き船岡寮に関心を持って頂くコーナーや、後援会の方々とライトハウスをつなぎ、寄付金による支援についてご理解を頂くことに力をいれました。
④ ホームページも毎月の情報更新を行いました。視覚障害者福祉への関心がより深まるように読みやすいコラムコーナーの種類を増やすなどの充実を行い、また相談窓口を整理して掲載するなど改善に努めました。
⑤ 北区役所主催の人権スタンプラリーの継続参加など、地域の啓発事業へ積極的に参加しました。
４.  主催事業など
（１）第30回鳥居賞、第16回鳥居伊都賞伝達式
　　　　　9月10日（月）　京都ライトハウス　あけぼのホール
＜鳥居賞＞　本間昭雄氏　社会福祉法人聖明福祉協会理事長
本間氏は、家庭訪問事業などの先駆的な福祉活動を経て、盲養護老人ホームや特別養護老人ホームを設立運営され、利用者への温かいケアの提供に永年にわたり尽力されるほか、日本初の盲大学生奨学金の創設など、視覚障害高齢者福祉の向上に大きく貢献されました。また日本盲人社会福祉施設協議会の活動を牽引され全国的な視覚障害福祉施設の発展と文化の向上に大きな実績を残してこられました。これらのご功績は非常に大であり、鳥居賞にふさわしいものとして評価されました。
　　　
＜鳥居伊都賞＞　
ご辞退
記念講演は、本間昭雄氏から「夢と希望に生きて　～道一筋に６０年～」と題したご講演をいただきました。
（２）第38回視覚障害者福祉啓発事業「あい・らぶ・ふぇあ」
1月11日（木）～14日(月・祝)　大丸京都店　6階多目的ホール
テーマ：「ありがとうで始まるやさしい社会」

今回も大丸京都店様のご厚意により会場をお借りして、昨年度より３割以上増加の約2,500人もの方々に来ていただくことができ、盛況のうちに終了することができました。

日常風景を再現した会場内で、見えない・見えにくいことを体験していただくことをメインに位置づけました。家の中の台所、リビング、仕事部屋では様々な生活の工夫や機器を紹介し、手引や手引かれ体験もしていただきました。昨年好評だったブラインド喫茶はスペースを広げ、内容的にも一部バージョンアップし、500名以上の方に体験していただくことができました。
　また、ステージではガイダンスロボットの紹介やパラリンピック銅メダリストのお話、銅駝美術高校生の研究発表など、日替わりの催し物を行いました。
　これらの体験や催し物を通じて、多くの市民の方に、視覚障害福祉に対する理解を深めていただけたと思っています。

（３）第30回視覚障害者京都マラソン大会
　　　   　3月3日（日）西京極総合運動公園及び周辺道路　出場者164組
晴天に恵まれた中、東は埼玉県や神奈川県、西は長崎県から集った13歳から76歳までの164組のランナー（前年より20組増加）が伴走者とタスキを絆に都大路を駆け抜けました。中でも、招待選手としてご出場いただいた和田伸也選手は自己記録を更新しての大会新記録を出されました。
ゲストランナーの女子プロ野球選手の参加、マッサージや啓発のコーナーの充実など全体的に大きく盛り上がった記念大会となりました。
（４）京都ライトハウスまつり2012
10月28日（日）　本館
すっかり秋のメイン行事となりましたまつりですが、今年のテーマは「～みんなの絆 ほら、ここに～」とし、あいにくの雨模様の中でしたが、1,100人のご来場をいただきました。あけぼのホールでの太鼓クラブの凛々しい演奏で、元気一杯に幕を開け、模擬店コーナー、盲導犬との歩行や手引での誘導、点字や楽器の体験などを楽しく学ぶコーナー、マッサージ、生花体験、おたのしみ抽選会や、船岡老人クラブの発表など、どのコーナーも大賑わいをみせました。スタンプラリーやリユース食器などのエコ活動など好評の企画は、今年も継続しました。
（５）船岡老人クラブハウスの活動支援
今年度も視覚障害高齢者の社会参加の場として、多くの指導者やルームボランティアの方々に支えられ、通常会場が溢れんばかりのサークルも増えて非常に活発なクラブ活動が展開されました。２０サークルでほぼ毎日のように活動が行われ、出席者は延べ5,076名となっています。カラオケサークルの機器更新など経費削減にも努めました。
　

５. 組織・職員等の構成　（ ２０１３年４月１日現在 ）
	理事会（理事９名・監事２名）
	
	評議員会（評議員２３名）


	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報ステーション所長　　（田中次長事務取扱）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報製作センター所長　　　＜渡辺昭一＞
　　　　　　　　　　　　法人事務所長　　　　　　　＜山本たろ＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥居寮所長　　　　　　　　＜牧　和義＞
　　　　　　　　　　　　　　あいあい教室所長　　　　　＜高橋弥生＞
事長　 事務局長　　事務局次長　　　　  らくらく所長　　　　　    ＜村山京子＞
＜神　＜神谷俊昭＞　＜田中正和＞　　  ＦＳトモニー所長　　　　　＜高橋一夫＞
　　　　　　　＜谷内博史＞　　  相談支援室長　　　　　　（谷内次長事務取扱）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             ほくほく
　　　　　      　　　　　　　        船岡寮長　　　　　　　　　＜伊藤康子＞
　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘルパーステーション・ふなおか
　　　　　　　　　　　　　　       船岡寮改築推進室長　　　 　＜三島時夫＞
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